
平成27年度一般会計・特別会計の決算がまとまり、平成28年第３回市議会定例会で認定されました。

今回の特集では、平成27年度の決算概要と今後の市の財政運営の課題について学んでいきましょう。

◆問い合わせ

財政課財政係（名寄庁舎３階） 01654③2111（内線3331・3332）

計

区 分 歳入決算額（Ａ） 歳出決算額（Ｂ）

下水道事業

個別排水処理施設整備事業

簡易水道事業

食肉センター事業

後期高齢者医療

差引額（Ａ－Ｂ）

36億5,154万3,000円

2億1,020万9,000円

22億5,354万1,000円

2億5,607万7,000円

7,641万7,000円

11億1,108万円

8,091万2,000円

5,517万3,000円

1,470万6,000円

3億6,550万2,000円

80億7,516万円

保険事業勘定

直診勘定

保険事業勘定

サービス事業勘定・名寄

サービス事業勘定・風連

37億2,416万円

2億1,020万9,000円

23億2,967万9,000円

2億5,607万7,000円

7,641万7,000円

11億1,108万円

8,091万2,000円

5,540万6,000円

1,470万6,000円

3億6,550万2,000円

82億2,414万8,000円

7,261万7,000円

－

7,613万8,000円

ー

ー

ー

ー

23万3,000円

ー

ー

1億4,898万8,000円

国

保

介 

護

区 分 歳入決算額（Ａ） 歳出決算額（Ｂ） 差引額（Ａ－Ｂ）

96億6,386万4,000円

5億8,191万3,000円

94億5,229万8,000円

6億1,502万5,000円

病院事業会計

水道事業会計

名寄市には、３つに分かれた会計
があります。ここでは、それぞれの決

算を紹介します。

ま
ず
は
平
成
27
年
度
の
決
算
を
み
て
み
ま
し
ょ
う

１

特定の事業やサービスを提供するために、利用者の保険料や使用料を財源にして

運営する「使い道が決まっている会計」です。
※決算の剰余金は、国民健康保険会計・介護保険会計とも全額を平成28年度に繰り越しました。この２つ
の特別会計と簡易水道事業会計以外の特別会計は一般会計との調整で収支が一致しています。

※簡易水道事業会計は、水道事業会計との統合による会計の廃止に伴い、決算の剰余金を水道事業会計へ
引き継いでいます。

※決算額は端数処理しています。

※企業会計の決算額に消費税は含まれません。 

※決算額は端数処理しています。

特別
会計

自ら経営を行って、そこで得た財源で運営する「民間企業と同じように経理をす

る会計」です。企業
会計

会計を３つに分けているのは、いろいろな

事業を行っているため、使い道をそれぞれ

区別することで、お金のやりくりが複雑に

ならないように工夫しているんです。
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昨年度(平成26年度)は…

【歳入】 225億2,383万6,000円

【歳出】 220億5,663万1,000円

【次年度繰越】 5,694万6,000円 

【実質収支】4億1,025万9,000円

平成27年度の決算は

黒字でした！でも、財政運

営は健全だったのかな？

次のページで詳しく

みてみよう！

平成27年度はこんな

事業を行いました。

歳入

市の一番大きな財布

｢一般会計｣を詳しく

見てみよう！

歳出

教育や福祉など市民サービスを行う

｢行政運営の基本的となる会計」です。一般
会計

主な
事業

－ － ＝
歳入決算額 歳出決算額 次年度へ繰越 実質収支
236億
9,122万 3,000円

230億
4,577万 7,000円

1,168万 4,000円 6億
3,376万 2,000円

黒字

236億9,122万3,000円

市税
30億7,032万

3,000円
13.0％

地方交付税
91億3,382万

7,000円
38.6％国庫支出金

29億1,215万
8,000円
12.3％道支出金

12億6,306万
6,000円
5.3％

市債
40億7,610万円

17.2％

その他
24億5,311万

2,000円
10.3％

諸収入
7億8,263万

7,000円
3.3％

※決算額は端数処理しています。     

(収入） (支出）

舞台芸術劇場補助金

※地方交付税
どの地域に住む国民にも一定の行政サービスを提供できるように国から交付され
るお金。

※普通建設事業費
道路や橋、建物等の公共施設の建設に使ったお金。

※補助費等
市立病院や水道会計への負担や、さまざまな団体への補助金など。

一般会計の実質収支

名寄南小学校新築

決算の詳しい内容は

市ホームページをご覧ください

名寄市 決算

230億4,577万7,000円

人件費
34億920万円

14.8％

扶助費
19億9,160万

6,000円
8.6％

公債費
22億3,170万

7,000円
9.7％

普通建設事業費
49億1,509万1,000円

21.3％

災害復旧費
7,549万2,000円

0.3％

物件費
25億496万円

10.9％

補助費等
31億1,184万

4,000円
13.5％

繰出金
19億6,487万

2,000円
8.5％

その他
28億4,100万

5,000円
12.4％

決算からみる名寄市のすがた
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左
の
市
債
残
高
の
推
移
を
見
る
と
、
平

成
25
年
度
ま
で
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
た

市
債
の
残
高
が
平
成
26
年
度
か
ら
増
加
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
で
は
、
昨
年
度

と
比
べ
て
お
よ
そ
21
億
円
増
え
、
現
在
の

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
２
５
５
億
６
４

９
５
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
公
共
施
設
の
建
設
な
ど(

大
型
の

普
通
建
設
事
業)

を
し
て
、
市
債
の
発
行
額

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は
、
大
学
図
書

館
や
風
連
中
央
小
学
校
な
ど
の
大
型
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
市
債
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

名
寄
市
の
財
政
は
健
全
︖

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
態
の
健
全
性

を
表
す
指
標
と
し
て
「
財
政
健
全
化
判
断

比
率
」
が
あ
り
ま
す
。

財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
４

つ
の
指
標
が
あ
り
、信
号
で
例
え
る
と
、黄

色
信
号
と
赤
信
号
の
２
つ
の
基
準
が
あ
り

ま
す
。

本
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
早
期

健
全
化
基
準(

黄
色
信
号)

を
下
回
り
、
健

全
な
水
準
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

※「－」表示は実質赤字額がないことを表しています。

平成27年度の決算では、いずれの指標も早期

健全化基準を下回り、安全圏にあります。

平成 27 年度決算の財政健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

12.99％

17.99％

25.00％

350.00％

20.00％

30.00％

35.00％

－

－

9.0％

34.3％

指 標 名 名 寄 市
早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

平成27年度の決算は青信号！

だったんだね。

４
つ
の
指
標

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
赤
字
の
比
率

※

家
計
で
い
う
と
年
収
に
占
め
る

赤
字
の
割
合

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計(

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計)

の
赤
字
の
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

地
方
債(

借
金)

の
返
済
比
率

※

家
計
で
い
う
と
年
収
に
占
め
る

借
金
の
返
済
額
の
割
合

④
将
来
負
担
比
率

市
の
借
入
金(

地
方
債)

や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
お
金

の
割
合

※

家
計
で
い
う
と
負
債
残
高
が
年

収
の
何
年
分
に
な
る
か
の
割
合

２
地方債（市の借金）の現在高

H27年末H24年末 H25年末 H26年末

280

260
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220

200

0

(億) (円)

市
積 
市
の
借
金 

の
残
高

な
ぜ
黒
字
な
の
に
借
金
︖

健
全
化
判
断
比
率

道
路
の
整
備
や
公
共
施
設
の
建
設
を
す

る
た
め
に
は
、
一
時
的
に
た
く
さ
ん
の
お

金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お
金
を
単

年
度
で
ま
か
な
お
う
と
す
る
と
大
き
な
負

担
に
な
り
、
他
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
借

金
の
返
済
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
分
割
し

て
行
う
こ
と
で
、
市
の
負
担
を
均
等
に
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
現

在
の
市
民
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
市
民
も

長
期
的
に
利
用
し
ま
す
。
借
金
を
し
な
い

で
単
年
度
で
お
金
を
ま
か
な
お
う
と
す
る

と
、
現
在
の
市
民
に
対
し
て
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
借
金
を
し
て
長

期
的
に
返
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
公

共
施
設
を
利
用
す
る
市
民
だ
け
で
な
く
、
将

来
利
用
す
る
市
民
も
費
用
を
負
担
し
、
世
代

間
の
公
平
を
図
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

借金をする理由はわ

かったけど、本当に

財政は健全なのかな？

実質公債費比率

将来負担比率

60

70

50

40

30

20

10

0
H27H23 H24 H25

実質公債費比率と将来負担比率の推移

69.8

59.5

49.3 44.9

34.3

13.1

11.6 10.2 9.0

14.8

H26

(％)
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市
債
残
高
の
増
加
は
、
将
来
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
が
増
加
し
た
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
26

年
度
末
か
ら
比
べ
て
10
・
６
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
て
い
ま
す
。
将
来
負
担
比
率
は
小
さ

く
な
る
ほ
ど
将
来
の
負
担
が
小
さ
い
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
、
将
来
負
担
比
率
の
計
算
方
法

に
理
由
が
あ
り
ま
す
。
将
来
負
担
比
率
と

は
市
債
な
ど
の
負
債
額
か
ら
市
の
貯
金
で

あ
る
基
金
や
、
将
来
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
金
額
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
負

債
と
市
の
財
政
規
模
を
比
較
し
た
も
の

で
、
実
質
的
な
負
担
の
割
合
を
表
し
て
い

ま
す
。

市
債
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
借

入
額
や
返
済
額
に
応
じ
て
地
方
交
付
税
が

交
付
さ
れ
る
市
債
と
そ
う
で
な
い
市
債
が

あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
る
市
債
の
割

合
が
高
く
な
る
場
合
や
基
金
の
残
高
が
増

え
る
場
合
、
た
と
え
市
債
残
高
が
増
え
た

と
し
て
も
、
実
質
的
な
負
担
の
割
合
は
下

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
と
平
成
27
年
度
を
比
較
す

る
と
市
債
の
残
高
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
基

金
残
高
や
市
債
借
入
額
に
応
じ
地
方
交
付

税
と
し
て
将
来
入
る
お
金
が
増
え
て
い
る

の
で
、
将
来
負
担
比
率
は
改
善
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
お
り
、
平
成
27

年
度
の
名
寄
市
の
財
政
状
況
は
安
全
圏
に

あ
り
ま
す
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
公

共
施
設
へ
の
対
応
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
よ
る
福
祉
関
係
経
費
の
増
加
や
税

収
の
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
は
地
方
交
付
税

の
削
減
と
、
本
市
に
は
多
く
の
財
政
的
課

題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
容
易
に
対

応
が
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
課
題
に
備
え
て
こ
れ
ま
で

基
金
を
着
実
に
増
や
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
に
伴
い
税
収
の
増
加
が
見

込
ま
れ
な
い
以
上
、
今
後
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
効

率
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
変
化
に
合
わ

せ
た
適
切
な
事
業
の
選
択
と
、
事
業
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
目
的
を
明
確
に

し
、
最
小
の
経
費
で
確
実
に
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
を
意
識
し
、
財
政
規
律
を
損
な
わ

な
い
よ
う
事
業
の
手
法
を
よ
く
検
証
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
地
方
債
や
基
金
の
残
高
を
適
正

に
管
理
し
、
将
来
世
代
に
過
大
な
負
担
を

引
き
継
が
な
い
よ
う
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

れ
か
ら
も
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
将
来
に
わ
た
っ
て
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
効
率
的
で
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
債
残
高
は
増
え
て
も

将
来
負
担
比
率
は
改
善
︖

名
寄
市
の
課
題

どうしてなのかな？

持続可能な財政運営が大事なんだね！

基金の現在高

（億)
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H24年末 H25年末 H26年末 H27年末

①財政調整基金

②減債基金

③その他基金

①～③の合計

決算からみる名寄市のすがた
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